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Ⅰ．緒言 

厚生労働省は「健やか親子 21」（2001）の取り組みのひとつとして「育児不安の軽減」

を揚げ，育児に従事する母親へのサポート体制の強化を取り上げている．その背景として

核家族化・地域のコミュニティーの希薄化といった家族を支える社会のあり方の変容によ

り，育児への不安，悩みを母親一人で抱え込むケースが増えてきている．こうした育児に

関するネガティブ感情が抑うつや幼児虐待につながる恐れがあり，育児ストレスや育児不

安といった問題は社会的な問題となっている． 

育児期にある人たちは，生涯発達段階において成年期から壮年期にあり，社会において

家庭において活動的な時期である．その中でも育児期の女性は母親として妻として女性と

して充実感を得ることができる．しかし一人の人として自分に向き合う時間を得ることが

困難な時期である．戦前世代の女性は「子育ては自己犠牲であり，子どもへの愛情の証と

する母親観が，自己肯定してきた」母として妻として生きることのみが母親の使命であり，

それこそが生きがいであった時代から，近年の女性においては,「育児の自己犠牲は母親の

身勝手であり，子どもにとって重荷である」という新たな価値観を生み出した．女性の社

会進出とともに母親であっても個人としての生き方も求めることが母親としての生き方で

あり，子どものために自分がやりたいことを犠牲にしていることは子どもに負担を感じさ

せるのではないかという価値観が，自分の生きがいを育児以外に求める傾向になってきた

のではないか．しかし現実の生活においては子育てに大半の時間を費やさなくてはいけな

い状況にあり，子育て以外に自分へ意識を向かわせる余裕などないのである．その葛藤が

近年の女性の育児ストレス（江原，2000）の一要因と考える.  
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他にも育児期のストレスは多岐にわたる（牧野，1982）．出産によるホルモンバランス

の乱れによる体調不良，睡眠時間の減少による疲労感，育児への体力不足など，身体的に

不安を感じることがある．また育児を実際に経験する機会が少ないため自分の子育てに自

信が持てず子どもの発達に不安感を抱く，さらに核家族化に伴い育児を孤独化している状

況であり，社会からも子育てにより阻害された不安感などが重なることがある．家庭を持

つことは様々な状況変化が見られ，社会経験の未熟さにより精神的不安感を抱きやすい．

また「夫のサポート」などの育児環境等が不安因子であることは多くの研究により明らか

になっている（荒牧，2005；前田ほか 2009）．しかし夫も同じように成人期から壮年期に

あたり社会的に活動的な時期であるため，この時期の女性は育児を全面的に背負っている

状況になりやすい．そのため身体的・精神的に不安定となり複数のストレスが育児に影響

する可能性が考えられる．親が育児に対して不安があることは自然なことである.しかし不

安が長時間続き，生活に支障を及ぼす程度になることは問題である． 

 ところで運動習慣は身体や心に好ましい影響を与えることは様々な研究によって報告さ

れている．スポーツ活動は呼吸循環器系や筋骨格系など身体能力を向上させることや，生

活習慣病の予防になることはよく知られてきたが，さらに運動は不安や抑うつを改善する

こと（De Moor et.al,2006）・ストレスを和らげる効果（Brown,1991）がみられる．また運

動の実施は自尊感情を改善することが報告されている（Di Lorenzo et al,1999）．運動・

スポーツ活動は社会参加の機会となり得るため，運動・スポーツ活動は身体的・心理的・

社会的に効果がみられると考えられる. 

育児期にある女性は産前産後からの心身の不調を抱えたり孤独に育児を行ったりして

いる場合も少なくないことから，育児期にある女性にとって運動・スポーツの機会は育児

ストレス・育児不安を軽減する機会となるのではないだろうか． 

しかし育児期の女性が日常的にどのような運動・スポーツを実施しているのか，どの程

度の身体活動量を有するのか，さらにそれら身体活動量や運動実施の程度と精神的健康と

の間に関連性があるかについての報告がほとんど見られない．本研究では育児期にある女

性を対象に運動・スポーツ実施程度，運動・スポーツとの関わり，運動・スポーツの好き

嫌いおよび育児感情，自尊感情，歩数を調査し，それらの間にどのような関連があるのか

を検討し，育児期の女性の運動・スポーツを通じて心身の健康を支援するための基礎的資

料を得ることを目的とする． 

 

 

Ⅱ．方法 

 

1 対象および手続き 

 D 市および F 市内 2 つの保育所,3 つの幼稚園において，各園園長の承諾を受け在園する

3 歳児から 5 歳児の母親が保護者会または保育参観に集まった際，本研究の趣旨を説明し

同意の得られた母親に 1 週間活動量計を装着し，同時に質問用紙を配布，1 週間後に回収

した．活動量計の装着を行い，質問用紙を回答した母親 300 名を今回の調査対象者とした．

調査期間は平成 23 年 6 月から～平成 24 年 1 月の間に行った．調査実施に関して事前に九

州大学健康科学センター倫理委員会の承認を得た． 
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2 調査項目   

（1）身体活動量の測定 

  ３軸加速度センサー活動量計（Active Style Pro Hja-350IT オムロン社製）を用い

た.就寝・入浴以外の時間は装着し，1 週間の平均歩数を測定した． 

（2）質問用紙による調査 

 ①個人的特性  

年齢，身長，体重，職業，同居家族，最終学歴，日常の交通手段，社会活動，子ども

の年齢・性別，生まれた順，子どもを持つ人数，睡眠，経済状況，パートナーのサポ

ートの 15 項目をたずねた. 

 ②運動・スポーツ関連項目 

  「運動・スポーツの好き嫌い」「以前の運動・スポーツの実施程度」「子どもをもつ以

前に運動・スポーツに関するクラブ，サークルに加入していたか」「現在運動・スポー

ツクラブに関するクラブ，サークルに加入しているか」の 4 項目をたずねた. 

 ③主観的健康度 

  現在の自分の健康状態を主観的に判断し「非常に健康である」「健康である」「あまり

健康でない」「全く健康でない」の 4 件法でたずねた. 

④育児感情尺度 

  住田，中田（1999）の作成した育児不安尺度を参考に，荒牧ほか（2008）の因子名よ

り，「育児負担感」（6 項目），「育児不安感」（6 項目），「育児肯定感」（4 項目）を「よ

くある」「ときどきある」「あまりない」「まったくない」の 4 件法でたずねた． 

 ⑤自尊感情 

    Rosenberg の自尊感情尺度日本語版（山本ほか 1982）10 項目のうち先行研究に基づき

「少なくとも人並みには価値のある人間である」「何かにつけて自分は役に立たない人

間だと思う」「だいたいにおいて自分に満足している」「自分は全くダメな人間だと思

うことがよくある」の 4 項目を 5 件法でたずねた． 

 ⑥うつ状態調査 

  自己記入式抑うつ性尺度（ The Center for Epidemiologic Studies Depression 

Scale;CES-D）CES-D は抑うつ気分，食欲低下，不眠，罪悪感，無価値観，絶望感，精

神運動性の減退に関する 20 項目をたずねた. 

 

3 情報処理 

分析は SPSS（17.0J）を用いて行った.結果は全て平均値（±標準偏差）で表した.運動

との関わり（説明変数）と育児感情,自尊感情,歩数（目的変数）との関連性を検討するた

めにｔ検定を行った.統計上の有意水準は 5％に設定した． 
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Ⅲ．結果 

 

1 対象者の特性 

表 1 対象者の身体的特性と平均歩数 

 

対象者の身体的特性と平均歩数を表 1 に示した．平均年齢は 36.6 歳であった．年齢区

分においては 29 歳未満 23 人（8％），30 歳から 39 歳未満 196 人（68％）,40 歳以上 68 人

（24％）であった．身長は 158cm．体重は 51.8kg であった．平均歩数は 6984.5 歩であっ

た．平成 23 年度国民栄養調査において，女性平均歩数が 6437 歩であり，年齢別 20 代では

7487 歩，30 代では 6930 歩，40 代では 7367 歩であり，本調査対象者と比較してほぼ平均

的な値が示された．しかし「健康日本 21（第 2 次）」において歩数目標である成人女性 8500

歩には満たない歩数である. 

母親を取り巻く環境として母親の職業内容は，専業主婦が多く 130 人（44％），フルタ

イムでの就労 78 人（27％），パートタイム 64 人（22％），その他 21 人（7％）． 

家族形態のあり方は，核家族が 271 人（92％），祖父母との同居 19 人（6％），その他６

人（2％）であった. 

子どもの数については，2 人が最も多く 164 人（56％），次に 1 人が 75 人（25％），3 人

が 48 人（16％），4 人が 7 人（2％），5 人以上が 2 人（1％）であった. 

家庭の経済状態では，「ほとんど困らない」と回答した人は 189 人（64％），「すこし困

っている」が 94 名（32％），「とても困っている」が 12 名（4％）であった. 

夫のサポートについて，イクメンかとたずねた．イクメンとは，育児を積極的に参加し，

育児を楽しむ男性のことを言うが「イクメン」と答えた人が 217 人（75％），そうでないと

答えた人が 71 人（25％）であった. 育児不安研究の多くにはソーシャル・サポートの存

在として夫のサポートが重要だとされている． 

母親の主観的健康においては「非常に健康である」が 28 人（9％），「健康である」237

人（80％），「あまり健康でない」32 人（11％），「全く健康でない」はいなかった. 

睡眠は足りているかの質問に対して「十分足りている」33 人（11％），「足りている」164

人（56％），「あまり足りていない」93 人（31％），「全く足りていない」5 人（2％）であっ

た. 

 

2 運動・スポーツの関わり 

運動・スポーツに関して，運動・スポーツの好き嫌いは「かなり好き」31 人（11％），

「どちらかといえば好き」159 人（54％），「どちらかといえば嫌い」102 人（34％），「大嫌

い」4 人（1％）であった． 

変数 度数

年齢（歳） 298

身長（ｃｍ） 291

体重（ｋｇ） 290

歩数（歩） 279 6984.5±2821.8

平均値±標準偏差

36.6±4.5

158.0±8.0

51.8±9.6
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幼少のころから子どもをもつまで運動・スポーツをどの程度していたのかは「かなり熱

心にやっていた」59 人（20％），「時々やっていた」134 人（45％），「あまりやっていなか

った」67 人（23％），「学校の授業でやった程度」36 人（12％）であった． 

以前（幼少のころから子どもを持つまで）運動・スポーツに関するクラブ，サークルな

どに加入していたかは，「加入していた」196 人（67％），「加入していなかった」97 人（33％）． 

現在運動・スポーツに関するクラブ，サークルなどに加入しているかは「加入している」

41 人（14％），「加入していない」253 人（86％）であった． 

  

3 育児感情の各因子得点と自尊感情，抑うつ得点 

表 2 育児感情得点（各因子）と自尊感情、抑うつの平均値と標準偏差 

変数 度数

育児負担感 297

育児不安感 297

育児肯定感 297

自尊感情 296
ＣＥＳ－Ｄ合計 299

平均値±標準偏差

13.85±3.1

11.25±3.5

13.72±1.8

14.49±3.1
12.85±11.4  

 

育児感情は，得点が高いほど育児負担感（6～24 点）・育児不安感（6～24 点）・育児肯

定感（4～16 点）が高い．自尊感情（4 点～25 点）においても，得点が高いほうが自尊感

情は高い．  

うつ状態尺度（CES-D）において 16 点が cut-off point（16 点未満を正常域，16 点以上

を気分障害域）である．正常域は 213 人（67％），気分障害域は 86 人（33％）であった． 

 

4 以前の運動経験の程度と育児感情 

表 3 幼少の頃から子どもを持つまで運動・スポーツの実施程度と育児感情（各因子）得点，

自尊感情,平均歩数の結果 

 

幼少の頃から子どもを持つまで運動・スポーツの実施程度を「やっていた群」（「かなり

熱心にやっていた」と「時々やっていた」）と, 「やっていなかった群」（「あまりやってい

なかった」「学校の授業でやった程度」）の 2 群に分けて分析を行った．その結果「やって

変数 度数 有意差
育児負担感 やっていた 193

やっていなかった 104
育児不安感 やっていた 193

やっていなかった 104
育児肯定感 やっていた 193

やっていなかった 104
自尊感情 やっていた 192

やっていなかった 104
平均歩数 やっていた 180

やっていなかった 96

7095.8±2750.4
ns

6709.9±2908.5

13.79±1.9
ns

13.59±1.7
14.91±3.1

p＜0.01
13.71±2.9

平均値±標準偏差
13.76±3.0

ns
14.01±3.2
11.03±3.5

ns
11.65±3.6
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いた群」は自尊感情が高く，「やっていなかった群」は自尊感情が低かった（p＜0.01）. 

育児感情に関しては，運動・スポーツ実施程度において有意な差はみられなかった．し

かし得点の差をみると，「運動・スポーツをやっていた群」は育児負担感・育児不安感の得

点が低く，育児肯定感の得点が高かった． 

平均歩数との関係においても有意な差はみられなかったが，得点差を比較すると「運

動・スポーツをやっていた群」の平均歩数が多かった． 

 

5 運動との関わりと育児感情，自尊感情，平均歩数 

表 4 運動・スポーツの好き嫌いと育児感情得点（各因子），自尊感情,平均歩数の結果 

変数 度数 有意差
育児負担感 運動好き群 190

運動嫌い群 107
育児不安感 運動好き群 190

運動嫌い群 107
育児肯定感 運動好き群 190

運動嫌い群 107
自尊感情 運動好き群 190

運動嫌い群 106
平均歩数 運動好き群 179

運動嫌い群 97

平均値±標準偏差
13.57±3.1

p＜0.05
14.34±3.1
10.93±3.3

p＜0.05
11.81±3.9
13.79±1.9

ns
13.58±1.7

7191.7±2644.1 
6536.8±3054.3

ns

14.93±3.2
p＜0.05

13.69±2.7

 
 

運動・スポーツの好き嫌いが育児感情に影響しているのかの分析を「運動好き群」（運

動・スポーツが「かなり好き」「どちらかといえば好き」）と，「運動嫌い群」（運動・スポ

ーツが「どちらかといえば嫌い」「大嫌い」）の 2 群に分けて分析を行った．その結果，運

動・スポーツ好き群は育児負担感が低く，運動・スポーツ嫌い群は育児負担感が高かった

（p＜0.05）．また育児不安感においても運動・スポーツの好き群は育児不安感が低く，運

動・スポーツ嫌い群は育児不安感が高かった（p＜0.05）．育児肯定感においては有意な差

はみられなかった．しかし自尊感情に関しては運動の好き群は自尊感情が高く，運動嫌い

は自尊感情が低くかった（p＜0.01）．平均歩数との関連性については有意な差はみられな

かった． 

運動・スポーツに関するクラブ，サークルへ現在の加入について「加入している」「加

入していない」の 2 群で分析したところ，育児感情，自尊感情，平均歩数に有意な差はみ

られなかった． 

 運動・スポーツに関するクラブ，サークルへ子どもをもつ前までに加入について「加入

している」「加入していない」の 2 群で分析したところ，育児感情，自尊感情，平均歩数に

有意な差はみられなかった． 

 

 

 

 

 

junshinp-37-45.indd   42 2014/02/21   17:31:44



純真紀要　№54，2013 43

Ⅳ．考察 

本研究においては，育児期の女性の運動・スポーツの実施状況や関わりについて，また

それらが育児感情，自尊感情とどのような関連性があるかを検討することを目的とした．     

その結果「運動・スポーツをやっていた群」と「運動・スポーツをやっていなかった群」

の自尊感情得点に有意な差がみられ，「運動・スポーツをやっていた群」は自尊感情が高か

った．このことは運動・スポーツ経験は，自尊感情を向上させる機会となる（内田，2005；

Di Lorenzo et al,1999）ことから，運動・スポーツをやっていたことが自尊感情を高めた

ことが示される． 

「運動・スポーツが好きな群」は「運動・スポーツが嫌いな群」よりも自尊感情得点が

有意に高かった． つまり「運動・スポーツが好きな群」は自尊感情が高い．自尊感情は影

響する自己概念が，社会的自己概念・情動的自己概念・身体的自己概念の要因からなり（内

田，2005），運動・スポーツにはそれらの要因が満足する機会が見られることから，「運動・

スポーツが好きな群」は運動・スポーツ経験により，いずれかの要因において満足した可

能性があったと考えられる．よって運動・スポーツの実施経験，運動・スポーツに対して

好意的であることは，自尊感情を高めることと関連していた． 

自尊感情は社会環境への適応性を高める（Sonstroem,1997）ことができ，自尊感情が高

ければ自分自身を好ましい人間と感じ，自分の行動を積極的に価値があるものと評価する

（荒木，2007）ことができる．従って，子育てがうまくいかないと客観的に判断してもそ

の事象を肯定的に捉えることができる態度と感情をもつ可能性が考えられる．このような

ことから自尊感情が高いことは，女性が育児期であっても自分の生き方として受容し肯定

的に自己評価することが推察される． 

また，「運動・スポーツが好きな群」と「運動・スポーツが嫌いな群」は育児負担感お

よび育児不安感の得点に有意な差がみられ,「運動・スポーツが好きな群」は育児負担感と

育児不安感が低かった．育児感情の「育児不安感」「育児肯定感」は自尊感情に関係してい

ることが述べられており（安藤,2008）本研究結果においても「運動・スポーツが好きな群」

は自尊感情が高く，「運動・スポーツが好きな群」は「育児負担感」「育児不安感」に関連

していたことから,自尊感情と育児感情には何らかの関係があるということが示唆される．

本研究では自尊感情の高さが育児負担感や育児不安感に影響した可能性も考えられる． 

一方では，現在の育児期の女性の運動状況を平均歩数と運動・スポーツクラブ,サーク

ルの加入で身体活動量として検討したが，本研究の対象者の平均年齢 36.6±4.5 歳は，平

成 23 年度国民栄養調査で運動習慣があるもの（1 回 30 分以上の運動を週 2 日以上１年継

続）において 30 代は 15.7％と非常に少なく，この年代は運動に関与しにくい要因がある

と考えられる．本研究においても以前（幼少のころから子どもを持つまで）運動・スポー

ツに関するクラブ，サークルなどに加入していたかは，「加入していた」196 人（67％）か

ら現在運動・スポーツに関するクラブ，サークルなどに加入しているかは，「加入している」

41 人（14％）と，子どもをもつ前までは運動・スポーツに関するクラブ，サークルに加入

していた人が多くいたが，子どもを持つことで運動・スポーツへのクラブ・サークルの加

入は難しくなったと考えられる．このことは育児期の女性にとって運動をしないというよ

り「家庭人としての自分」（原口，2005）つまり育児の時間により，運動できない環境にあ

るのではないかと考える.本研究において，育児期の女性は，育児期中に運動・スポーツし

junshinp-37-45.indd   43 2014/02/21   17:31:45



純真紀要　№54，201344

ていることが，育児感情,自尊感情に関連は見られなかったが,育児期前に「運動・スポー

ツが好き」,「運動・スポーツをやっていた」の経験が自尊感情を高め，自尊感情の高さが

育児期にポジティブな感情を持ち続けることに関連していたことが示された． 

 

まとめ 

本研究において，育児期にある女性を対象に運動・スポーツ実施程度，運動・スポーツ

との関わり，運動・スポーツの好き嫌いおよび育児感情，自尊感情，平均歩数を調査し，

それらの間にどのような関連があるのかを検討したところ，運動・スポーツの好きな群は

嫌いな群と比較し，育児負担感，育児不安感が低く，自尊感情が高かった．また，運動・

スポーツの以前（幼少から子どもを持つまで）実施していた群の方が自尊感情の高いこと

から，現在の運動・スポーツ実施よりも，過去の運動・スポーツ経験が関連することが示

された．つまり子どもを持つまでの運動・スポーツを行う経験が育児期の育児感情に関係

するということが示された．  
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